
公益財団法人東京都スポーツ文化事業団 

 

第１ 監査の目的 

   地方自治法(昭和２２年法律第６７号)第１９９条第７項に基づき、都が出資等を行っている団

体に対して、団体の事業が出資等の目的に沿って適切に運営されているか監査を実施する。 

 

第２ 監査執行上の除斥 

   監査の実施に当たっては、地方自治法第１９９条の２の規定により、髙橋かずみ監査委員を除

斥した。 

 

第３ 監査の対象 

１ 監査対象団体及び局 

（１）監査対象団体 公益財団法人東京都スポーツ文化事業団 

（２）監査対象局  オリンピック・パラリンピック準備局（注）、建設局、教育庁 

（注）東京都組織条例の一部改正により、平成２６年１月１日付けでスポーツ振興局が改組さ 

れ、オリンピック・パラリンピック準備局が設置された。 

 

２ 事業の内容 

（１）事業の概要 

公益財団法人東京都スポーツ文化事業団（以下「事業団」という。）は、都民の生涯にわたる

スポーツ等の普及振興を図るとともに、東京都内における埋蔵文化財の保護を図り、もって、

都民の文化的生活の向上に寄与することを目的として、設立された団体である。 

当該事業団は、昭和６０年１０月に設立された財団法人東京都教育振興財団に、昭和６３年４

月に財団法人東京都埋蔵文化財センターを、平成１１年４月に財団法人都民カレッジを統合し

て、財団法人東京都生涯学習文化財団となった。平成１９年４月に財団法人東京都スポーツ文

化事業団に改称した。 

なお、事業団は、平成２４年４月、公益法人制度に基づき、財団法人から公益財団法人へ移

行している。 

事業団は、主に次の事業を行っている。 

ア スポーツ等の振興 

イ 埋蔵文化財の調査研究、保存、公開活用及び知識の普及 

ウ 都及びその関係団体から受託するスポーツ等に関する事業 

エ 都の施設等の管理運営 
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（２）都との関係 

ア 基本財産の出えん 

都は、事業団の基本財産５億円のうち、１億８，８００万円（３７．６％）を出えんして

いる。 

イ 補助金の交付 

都は、事業団が実施する自主事業について、「財団法人東京都スポーツ文化事業団自主事業

に係る運営費補助金交付要綱」に基づき自主事業運営費補助金を、また、埋蔵文化財事業に

ついて、「財団法人東京都スポーツ文化事業団埋蔵文化財事業に係る運営費補助金交付要綱」

に基づき埋蔵文化財事業補助金を補助している。 

都は、表１のとおり、平成２３年度２億１，０６８万余円、平成２４年度２億１，３３９

万余円の補助金を交付している。 

 

  （表１）補助金の交付状況 

                         （単位：千円） 

補助金 交 付 対 象 事 業 平成２３年度 平成２４年度 

(1)地域スポーツクラブの活動支援等に関す

る事業 

(2)東京都代表選手の競技力向上に関する

医・科学サポート事業 

(3)スポーツを通じて実施する国際交流事業

自主事業運営費

補助金 

(4)都内におけるスポーツ実施率を高めるこ

と等を目的とした事業 

１３９，６０３ １４５，７２９

埋蔵文化財事業 

運営費補助金 

(1) 埋蔵文化財の調査研究、保存、公開活用

及び知識の普及に関する事業 
７１，０８４ ６７，６６６

合  計 ２１０，６８７ ２１３，３９６

    （注）千円未満を切り捨てているため、合計が一致しない場合がある。 

 

ウ 負担金の支出 

都は、事業団と共催するスポーツ事業に対する負担金として、表２のとおり、平成２３年

度２億３，６８８万余円、平成２４年度６億８，０９０万余円を支出している。 

 

 

 

 

- 157 -



  （表２）負担金の支出状況                          

    （単位：千円） 

支 出 対 象 事 業 平成２３年度 平成２４年度 

スポーツ医･科学サポート事業 ７９，６６７ ７９，３３３

スポーツ博覧会・東京 １６，５００ ３８，３００

ＴＯＫＹＯ体操の普及 ２，９５０ ２，９２５

スポーツのチカラＰｒｏｊｅｃｔ － ２６３，４４１

東京スポーツドリーム２０１３ － １０，０００

子供達のオリンピック招致炬火リレー － ４，９８０

ジュニアスポーツアジア交流大会 

東京国際ユースサッカー大会 

１３７，７６９ ２８１，９２７

合  計 ２３６，８８６ ６８０，９０８

  （注）千円未満を切り捨てているため、合計が一致しない場合がある。 

 

 

エ 公の施設の管理運営 

都は、東京都体育施設条例（平成元年東京都条例第１０９号）、東京都立公園条例（昭和３１

年東京都条例第１０７号）及び東京都立埋蔵文化財調査センター設置条例（昭和５９年東京

都条例第１２４号）に基づき、表３のとおり、体育施設、公園施設、文化施設の管理運営を

指定管理者として事業団に委託している。 

 

   （表３）公の施設の概要 

                          （単位：㎡） 

施 設 名 所在地 敷地面積 建物面積 

東京体育館 渋谷区 ４５，８００ ４３，９７１

駒沢オリンピック公園総合運動場 世田谷区 １４１，４３２ ３９，５３９体 育 施 設 

東京武道館 足立区 １４，８２４ １７，６１４

公 園 施 設 駒沢オリンピック公園 世田谷区 ４１３，５７３ －

文 化 施 設 東京都埋蔵文化財調査センター 多摩市 １２，１５５ ４，０９０
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３ 組 織 

事業団は、主たる事務所を渋谷区千駄ヶ谷一丁目１７番１号に置き、役員９名（理事長１名、

常務理事１名、理事５名、監事２名）（うち非常勤役員７名）及び職員１２７名（うち都派遣職

員４３名）で、事務局及び４事業所をもって構成されている。 

 

第４ 監査の範囲及び実地監査期間 

１ 監査の範囲 

平成２３年度（平成２３．４．１～平成２４．３．３１）及び平成２４年度（平成２４．４．１

～平成２５．３．３１）の事業について実施した。 

 

２ 実地監査期間 

（１）オリンピック・パラリンピック準備局   平成２５年１０月２８日及び１１月１２日 

（２）建 設 局               平成２５年１０月２８日及び１１月１２日 

（３）教 育 庁               平成２５年１０月２８日及び１１月１３日 

（４）公益財団法人東京都スポーツ文化事業団  平成２５年１０月２９日から１１月１１日まで 

 

第５ 監査の結果 

１ 運営に関する事項 

公益財団法人である事業団は、スポーツの普及振興、埋蔵文化財の調査研究等の事業を実施す

るに当たり、その会計を、公益目的事業会計（スポーツ事業会計、埋蔵文化財事業会計）、収益事

業等会計（付帯事業会計）、法人会計の３会計に区分し、経理している。 

平成２４年度における収支状況は、経常収益が４９億５，３６８万余円、経常費用が４９

億３，１５８万余円である。一般正味財産の期末残高は８億６，１０１万余円であり、平成２３

年度(９億８，６６３万余円)と比較して、１億２，５６２万余円（１２．７％）減少している。 

平成２４年度末における財政状態は、資産の合計は３４億８６０万余円、負債の合計は２０

億４，１１０万余円、正味財産合計は１３億６，７５０万余円となっている。 

経営環境について見ると、東京体育館及び東京武道館について、事業団が民間企業とで構成す

る共同事業体（コンソーシアム。以下「共同事業体」という。）の代表として、また、駒沢オリン

ピック公園総合運動場及び同公園、東京都埋蔵文化財調査センターについて、事業団が単独で、

指定管理者に都から指定され、管理運営を行っている。 

事業団においては、これまでの指定管理者としての管理運営実績を活用しつつ、都民の多様な

ライフスタイルや様々なニーズに対応したスポーツの普及振興を図るとともに、都内における埋

蔵文化財の保護を図ることにより、都民の文化的生活の向上に一層寄与するよう、今後も、公益

性を確保しながら、より一層効率的な事業運営に努めていくことが必要である。 

  以上、運営状況について述べてきたが、事業団の事業は、別項指摘事項を除き、出えんの目的
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に沿って、適切に運営されていると認められる。 

 

２ 指摘事項 

（１）団体 

ア 敷金に係る会計処理を適正に行うべきもの 

事業団は、「東京国際ユースサッカー大会」等を実施する国際交流事業や、選手の育成・強

化と指導者の資質向上を図る競技力向上事業の拡充を図るため、平成２４年２月に事務室を

移転する必要が生じた。 

このため、事業団は、平成２４年２月２９日、事務室賃貸借契約（契約期間：平成２４．３．１

～平成２６．２．２８、月額賃料：４６万４，７９２円、敷金：４６４万７，９２０円、契

約相手方：Ａ）を締結した。 

ところで、敷金に係る会計処理の勘定科目について見たところ、事業団は、敷金の全額

（４６４万７，９２０円）を経常費用の「賃借料」としていた。 

しかしながら、複数年契約の事務所の敷金については、原則として、退去時には全額が返金

されることから、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律（平成１８年法律第４８号）

及び公益法人会計基準に基づき、固定資産の「敷金」とする必要がある。 

事業団が、事務所の敷金を固定資産の「敷金」に計上せず、経常費用の「賃借料」として会

計処理したことは、適正でない。 

事業団は、敷金に係る会計処理を適正に行われたい。 

（ 公益財団法人東京都スポーツ文化事業団 ） 

 

  イ 遊具の安全を確保するため、適切な対応を速やかに行うべきもの 

国は、箱型ぶらんこなど重量が大きい可動性の遊具等による死傷事故が発生していることか

ら、平成１４年に「都市公園における遊具の安全確保に関する指針」（国土交通省作成、平成１４

年３月１１日付国都公緑第２９９号）を策定するなど、各公園管理者及び指定管理者に対し、

遊具の安全確保を図るよう求めている。 

ところで、事業団が指定管理者となっている駒沢オリンピック公園における遊具の管理状況

について見たところ、事業団は、指定管理者の施設維持業務の一環として、年２回、専門業者

に遊具の定期的な点検を委託している。 

しかしながら、平成２４年６月２７日から同年７月２９日に実施された点検において「異常が

あり、修繕又は対策が必要（修繕完了まで使用不可、場合により使用可）」と判定された２２件

の遊具のうち、監査日（平成２５．１１．５）現在、５件について、基礎が露出する等修繕が行

われていないことが認められた。 

事業団は、遊具の安全を確保するため、適切な対応を速やかに行われたい。 

  （ 公益財団法人東京都スポーツ文化事業団 ） 
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 （２）団体及び局 

ア 分担金に係る概算払の経理処理を適正に行うべきもの 

事業団は、将来を担うジュニア選手のスポーツ交流を通じてアジアの競技力向上と次世代

の人材育成に貢献するため、国内外の都市が参加する「ジュニアスポーツアジア交流大会」（以

下「大会」という。）を、平成１９年から毎年度、都や競技団体と主催している。 

局は、事業団との間で毎年度、「ジュニアスポーツアジア交流大会開催経費に係る協定書」

（以下「協定書」という。）を締結し、大会に係る分担金を概算払により大会開催前に支払い、

大会後に精算を行っている。 

ところで、平成２３年度の分担金について見たところ、平成２４年度に開催される大会に要

する経費（１，１７３万４，５１９円）が含まれていることが認められた。 

この結果、平成２３年度及び平成２４年度における分担金の金額は、表４のとおり、誤って

いた。 

事業団は、分担金に係る経理処理を適正に行われたい。 

局は、概算払の精算に係る審査を適正に行うとともに、事業団への指導を徹底されたい。 

（ 公益財団法人東京都スポーツ文化事業団 ） 

（ オリンピック・パラリンピック準備局 ） 

 

（表４）平成２３年度及び平成２４年度における分担金の支出状況 

（単位：円） 

年度 
誤 

（Ａ） 

正 

（Ｂ） 

差  引 

(Ａ－Ｂ) 

２３ １２５，３５８，１４０ １１３，６２３，６２１ １１，７３４，５１９

２４ ２８１，９２７，７５８ ２９３，６６２，２７７ △１１，７３４，５１９
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第６ 運営状況の概要 

１ 運営状況 

公益法人である事業団の事業は、公益目的事業、収益事業等及び法人管理業務に大別される。 

事業団は、公益目的事業として、表５のとおり、事業を実施している。 

 

（表５）公益目的事業における主な事業体系 

（ア）体育施設等管理運営 
ア 指定管理者受託事業 

（イ）スポーツ振興事業 

（ア）施設活用自主事業 
イ 事業団自主運営事業 

（イ）スマイル自主事業 

（ア）スポーツ国際交流事業 

（イ）地域支援・スポーツムーブメント醸成事業 ウ 都との連携推進事業 

（ウ）競技力向上推進事業 

エ 埋蔵文化財事業 

 

（１）事業実績   

ア 指定管理者受託事業 

（ア）体育施設等管理運営 

事業団は、スポーツ活動に親しむ場を提供するよう、指定管理者として、東京体育館、

駒沢オリンピック公園総合運動場及び同公園、東京武道館の管理運営を都から受託してお

り、都から収入した指定管理料は表６のとおりである。 

体育施設の個人利用者数は、表７のとおり、体育施設の主な稼働実績は、表８のとおり

であり、駒沢オリンピック公園における主な事業実績は、表９のとおりである。 

体育の日に各施設のトレーニングルーム等を無料開放するほか、東京武道館における武

道相談を実施しており、主な事業実績は、表１０のとおりである。 

なお、大規模改修工事のため、東京体育館においては、平成２４年７月１日から平成２５

年３月３１日まで（プール：平成２４年４月１日から平成２５年３月３１日まで）の間、

東京武道館においては、平成２４年１月１０日から平成２４年８月１０日までの間、全面

休館した。 
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    （表６）都からの指定管理料の収入状況                     

 （単位：千円） 

  施 設 名 平成２３年度 平成２４年度 

東京体育館 ２９２，１５７ ７７３，６６０

駒沢オリンピック公園総合運動場 ４７３，１９６ ４７７，８２２体 育 施 設 

東京武道館 ２８７，４９３ ３０５，９８４

公 園 施 設 駒沢オリンピック公園 １５４，０９９ １５６，９７３

合   計 １，２０６，９４５ １，７１４，４３９

   （注）千円未満を切り捨てているため、合計が一致しない場合がある。 
 
 

    （表７）体育施設の個人利用者数                       

  （単位：人） 

施 設 名 平成２４年度 平成２３年度 増（△）減 

東京体育館 ８４，００９ ６５８，７１１ △ ５７４，７０２

陸上競技場 ２０，４５１ ６６，１３８ △  ４５，６８７

プール・トレーニングルーム ６３，４１２ ５９２，１２７ △ ５２８，７１５ 

健康体力相談室 １４６ ４４６ △        ３００

駒沢オリンピック公園総合運動場 １５８，１６７ １３８，６８５ １９，４８２

トレーニングルーム １５５，６１５ １３６，１２２ １９，４９３
 
弓道場 ２，５５２ ２，５６３ △         １１

東京武道館 ２８，３７８ ３３，８２０ △    ５，４４２

トレーニングルーム ２４，９２０ ３０，０６６ △    ５，１４６

弓道場 ２，４７３ ２，８１１ △        ３３８

第１武道場 ５６８ ５９０ △      ２２
 

第２武道場 ４１７ ３５３ ６４

合  計 ２７０，５５４ ８３１，２１６ △ ５６０，６６２
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    （表８）体育施設の主な稼働実績                     

（単位：％） 

施設名 平成２４年度 平成２３年度 増（△）減 

メインアリーナ ９９．２ ９９．６ △   ０．４

サブアリーナ １００  ９９．４ ０．６

屋内プール（50ｍ） － ５．６ －
東京体育館 

屋内プール（25ｍ） － ６１．５ －

体育館 ９６．６ ９４．２ ２．４

陸上競技場 ６１．６ ５７．１ ４．５

屋内球技場 ９１．６ ９３．７ △   ２．１

第１球技場 ９１．５ ９１．２ ０．３

第２球技場 ９８．０ ９８．５ △   ０．５

補助競技場 ９８．０ ９８．７ △   ０．７

テニスコート ９０．２ ９３．４ △   ３．２

軟式野球場 ８０．０ ７８．６ １．４

硬式野球場 ９２．７ ９６．１ △   ３．４

駒沢オリンピック

公園総合運動場 

弓道場 ４３．６ ５０．６ △   ７．０

大武道場 ８３．６ ８７．９ △     ４．３

第１武道場 ５８．３ ６５．２ △   ６．９

第２武道場 ６５．８ ７４．４ △     ８．６

弓道場（近的） ５５．５ ５９．９ △     ４．４

東京武道館 

弓道場（遠的） ３０．３ ３６．６ △     ６．３

 

 

    （表９）駒沢オリンピック公園における主な事業実績            

項  目 平成２４年度 平成２３年度 増（△）減 

 開園日 ３６５日 ３６６日 △       １日

 入園者数 １，７４５，７８２人 １，４７０，５３６人 ２７５，２４６人

写真撮影 ３０４件 ２３７件      ６７件

映画等撮影 １３３件 １３０件 ３件
占 

用 

その他 １１１件 ９１件 ２０件
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    （表１０）無料開放等事業の主な事業実績                    

 （単位：日、人） 

平成２４年度 平成２３年度 増（△）減 

施 設 名 事 業 名 開催

日数
参加人員 

開催

日数
参加人員 

開催 

日数 
参加人員 

東京体育館 体育の日記念事業 ― ― １ ２，６４９ △ １ △ ２，６４９

武道相談 ２６４ ４，１８０ ２４１ ５，１８４ ２３ △ １，００４
東京武道館 

体育の日記念事業 １ ４，８６４ １ ４，８５６ ０ ８

 

（イ）スポーツ振興事業 

事業団は、指定管理者として管理運営している施設において、都のスポーツ振興施策に

基づき、子どもから高齢者まで、また、障害の有無や体力の程度にかかわらず、だれもが

生涯を通じてスポーツに親しみ、スポーツを楽しむことができるよう、表１１のとおりの

事業を実施した。 

 

    （表１１）スポーツ振興事業の主な事業実績                    

（単位：件） 

平成２４年度 平成２３年度 増（△）減 
施 設 名 

実施規模 参加人員 実施規模 参加人員 実施規模 参加人員 

４８２人 ２，７１７人 △２，２３５人
東京体育館 ９ 

―
２７

６０チーム
△１８ 

△ ６０チーム

１，４００人 １，１７９人   ２２１人駒沢オリンピック

公園総合運動場 
１５ 

１１６チーム
１４

１２０チーム
1 

△  ４チーム

６，０１６人 ７，０８４人 △１，０６８人
東京武道館 ３１ 

３３チーム
３４

３５チーム
△ ３ 

△  ２チーム

７，８９８人 １０，９８０人 △３，０８２人
合    計 ５５ 

１４９チーム
７５

２１５チーム
△２０ 

△ ６６チーム

 

 

イ 事業団自主運営事業 

（ア）施設活用自主事業 

事業団は、指定管理者として管理運営している各施設の特性を活かし、施設を有効活用

するため、フットサルスクールやランニング指導などの各種自主事業を、表１２のとおり、

実施した。 
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     （表１２）施設活用自主事業の主な事業実績                 

   （単位：件） 

平成２４年度 平成２３年度 増（△）減 
施 設 名 

実施規模 参加人員 実施規模 参加人員 実施規模 参加人員 

東京体育館 ３ ２３，３５４人 １０ ５７，２７１人 △ ７ △ ３３，９１７人

７，６６４人 ４，０９４人 ３，５７０人駒沢オリンピック

公園総合運動場 
１３ 

３４９チーム
１１

２２０チーム
２ 

１２９チーム

東京武道館 ５ ８，５０１人 ４ ６，００９人 １ ２，４９２人

３９，５１９人 ６７，３７４人 △ ２７，８５５人
合  計 ２１ 

３４９チーム
２５

２２０チーム
△ ４ 

１２９チーム

 

（イ）スマイル自主事業 

事業団は、都民がスポーツを楽しむきっかけづくりや、スポーツを通じた地域貢献を目

的とした「ジュニアサッカーフェスティバル」など３事業を、表１３のとおり実施すると

ともに、スマイルスポーツ誌（年４回）やスマイルスポーツメールマガジンを発行した。 

 

    （表１３）スマイル自主事業の主な事業実績                  

（単位：人） 

事 業 名 平成２３年度 平成２４年度 

ジュニアサッカーフェスティバルin 味の素スタジアム １２，８００ １５，８００

島しょ地区生涯学習普及事業（将棋） ２４ ２０

東京都少年少女サッカーフェスティバル ６，８４２ ２，２５７

合 計 １９，６６６ １８，０７７

 

    

ウ 都との連携推進事業 

  事業団は、東京育ちのアスリートの育成等を行うとともに、スポーツ人口のすそ野を広げ

るために、都が行うスポーツ施策との連携を図り、スポーツ国際交流事業、地域支援・スポ

ーツムーブメント醸成事業及び競技力向上推進事業などを、都からの補助金、分担金を活用

し、表１４及び表１５のとおり、展開している。 

 

 

 

 

- 166 -



（表１４）補助対象事業における主な実績              

（単位：件、人） 

平成２３年度 平成２４年度 
事  業  名 実 施 内 容 

実施規模 参加人員 実施規模 参加人員 

地域スポーツクラブ 
都民参加事業 

１８ １１，０７８ ５３ １８，９６５

指導者派遣事業 １２ １，０１２ ７ ４３５

人材養成・研修事業 １２ ３２３ １２ ２８２

広域スポーツ 

センター事業 

地域スポーツクラブ 
交流会・協議会 

６ １，４９５ ６ ２，６３５

国際交流事業 国際大会 ２ １７ １ ２

 

（表１５）負担金支出事業における主な実績   

 （単位：人） 

平成２３年度 平成２４年度 
事  業  名 内 容 等 

実施規模 参加人員 実施規模 参加人員 

大学連携事業 通年 １１４ 通年 １０９

スポーツドクター等の派遣 通年 ７２ 通年 ９５
スポーツ医・科学 

サポート事業 

医・科学講習会の開催 ８回 ３８１ ８回 ４９３

スポーツ博覧会・東京 イベントの開催等 １日 ４３，８９５ ２日 ９６，０００

セミナーの実施等 ５１回 ５３８ ８０回 １，２２０ＴＯＫＹＯ体操 

の普及 イベントの開催等 １日 ３５６ ２日 ４５３

ジュニアスポーツ 

アジア交流大会 
交流試合の実施等 ８日 ３５８ ７日 ３８２

東京国際ユース 

サッカー大会 
大会･イベントの開催等 － － ８日 ３２０
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（ア）スポーツ国際交流事業 

事業団は、表１６のとおり、柔道・バドミントンによるジュニアスポーツアジア交流大

会のほか、震災の影響で平成２３年度中止となった東京国際ユース(Ｕ－14)サッカー大会

を実施し、ともに東日本大震災復興支援の一環として被災した地域からも選手団を招へい

した。 

 

    （表１６）スポーツ国際交流事業の主な事業実績             

平成２３年度 平成２４年度 

事業名 実施時期 参加人員 事業名 実施時期 参加人員 

2011 東京国際ユー

ス（U-14）サッカー

大会 

― ― 2012 東京国際ユー

ス（U-14）サッカー

大会 

4/29～5/6 海外 8都市

国内 5都市

選手 256 名

役員  64 名

合計 320 名

2011 ジュニアスポ

ーツアジア交流大

会（バドミントン・

柔道） 

8/22～29 アジア 18都市

選手 247 名

役員 111 名

合計 358 名

2012 ジュニアスポ

ーツアジア交流大

会（バドミントン・

柔道） 

8/28～9/3 アジア 19都市

選手 256 名

役員 126 名

合計 382 名

 

（イ）地域支援・スポーツムーブメント醸成事業 

事業団は、地域支援として、地域の住民の方々が自主的・主体的に運営する「地域スポ

ーツクラブ」の育成・設置やその運営を支援する「広域スポーツセンター事業」や、スポ

ーツムーブメント醸成事業として､都民の健康づくりやスポーツの参加意欲を高めるため、

駒沢オリンピック公園総合運動場において「スポーツ博覧会・東京」などの事業を実施し

た。 

また、「スポーツのチカラＰｒｏｊｅｃｔ」では、メディアを活用したＰＲ事業や、スポ

ーツ体験型イベントの実施など、スポーツ祭東京２０１３をはじめとした都が行うスポー

ツ施策の機運醸成を行った。 

 

（ウ）競技力向上推進事業 

事業団は、スポーツ祭東京２０１３に向け、選手の育成・強化と指導者の資質向上を図

る目的で、スポーツ医・科学サポート事業として都内３大学と連携し、選手に対し競技種

目特性に応じたサポートを行う大学連携事業のほか、人材派遣事業、医・科学講習会等を

実施した。 
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エ 埋蔵文化財事業 

事業団は、指定管理者として都立埋蔵文化財調査センターの管理運営について、都から受

託し、資料展示、文化財講演会等の事業を実施した。 

事業団の自主事業等として、埋蔵文化財に関する調査研究、保存、広報活動などの調査研

究・広報普及事業を実施した。 

埋蔵文化財事業における主な実績は、表１７のとおりである。 

また、埋蔵文化財を適切に調査研究、保存するため、埋蔵文化財発掘調査受託事業につい

ては、表１８のとおり実施した。 

なお、都からの指定管理料は、平成２３年度９，９０５万余円であり、平成２４年

度９，８９９万余円である。 

 

    （表１７）埋蔵文化財事業における主な実績 

平成２３年度 平成２４年度 
区分 事業内容 

実施規模 参加人員等 実施規模 参加人員等 

資料展示  通年 ２７，２１６人 通年 ２７，４３２人

遺跡庭園公開  通年 ３６０日 通年 ３５９日

文化財講演会等 ７回 ６３３人 ７回 ３９９人

指
定
管
理
事
業 

親子体験教室等  ２８回 ２，３６９人 ２４回 ２，０６３人

資料収集・保存 通年 ２，６５３冊 通年 ３，５２４冊
調査研究 

研究論集  １回 ５００部 １回 ５００部

発掘調査発表会等  ２回 １６７人 １回 ６６人

文化財特別講座 － ２回 ９２人

考古学体験教室等  ２９回 １，５６５人 ２１回 １，１９８人

外部連携（首都圏・区市町村） ８回 ５１４人 ９回 ５０２人

遺跡見学会  ９回 ２５０人 １２回 ７５８人

調
査
研
究
・
広
報
普
及
事
業 

広報誌「たまのよこやま」  ４回 ４，０００部 ４回 ４，０００部
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   （表１８）埋蔵文化財発掘調査受託事業の主な事業実績          

    （単位：件、㎡） 

平成２４年度 平成２３年度 増（△）減 
区分 

継続 新規 合計 継続 新規 合計 継続 新規 合計 

調査件数 14 14 28 15 14 29 △    1 0 △     1

調査面積 75,053 35,966 111,019 75,803 60,622 136,425 △  750 △24,656 △25,406

 

オ 収益事業等 

事業団は、管理運営している施設の利用者に、売店・自動販売機等の利用者サービスの実

施や、スポーツ活動に係る貸出しの空き枠を活用した公益目的事業以外の貸出し等、施設の

利便性の向上や利活用を図る事業を実施し、公益事業の原資とした。 

平成２４年度は７，２２４万余円を収入しており、平成２３年度（３億３，１９２万余円）

と比較して、２億５，９６８万余円（７８．２％）減少している。これは主に、平成２４年

度に、東京体育館及び東京武道館が大規模改修工事のために全面休館したことによるもので

ある。 
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 （２）収支状況 

事業団は、公益法人会計基準に基づき、公益目的事業会計、収益事業等会計及び法人会計の３

会計に区分し、経理している。 

平成２３年度及び平成２４年度の比較正味財産増減計算書は、別表１のとおりであり、平

成２４年度における会計別の運営成績を示す内訳書は、別表２のとおりである。 

平成２４年度における収支状況は、経常収益は４９億５，３６８万余円、経常費用は４９

億３，１５８万余円である。一般正味財産の平成２４年度期末残高は、８億６，１０１万余円

であり、平成２３年度（９億８，６６３万余円）と比較して、１億２，５６２万余円（１２．７％）

減少している。 

平成２４年度における経常収益は、４９億５，３６８万余円であり、主な経常収益は、事業

収益が４０億５，０２８万余円、都からの負担金収入が６億８，０９０万余円及び都からの補

助金収入が２億１，３３９万余円である。平成２４年度は、平成２３年度（４２億３，６６５

万余円）と比較して、７億１，７０３万余円（１６．９％）増加している。これは主に、東京

体育館の大規模改修に伴う休館等により、自主事業等による体育施設利用料収益が１

億９，９６５万余円減少したものの、新規スポーツ事業の開始により都からの負担金が４

億４，４０２万余円増加したことなどによるものである。 

平成２４年度における各会計別の収支状況については、以下のとおりである。 

ア 公益目的事業会計 

本会計は、スポーツ活動等の振興、埋蔵文化財の調査研究などの各事業を経理するもので

ある。 

経常収益は４７億８，５６８万余円、経常費用は４７億６，２５２万余円である。一般正

味財産の期末残高は３億５，５８３万余円であり、期首残高（４億８，０１７万余円）と比

較して、１億２，４３４万余円（２５．９％）減少している。 

主な経常収益は、事業収益３８億８，７６４万余円及び受取負担金６億８，０９０万余円

である。    

   イ 収益事業等会計 

 本会計は、各施設の売店、自動販売機等利用者サービスの実施、スポーツ活動に係る貸出

しの空き枠を活用した公益目的事業以外の貸出し等の事業を経理するものである。 

 経常収益は７，２５２万余円、経常費用は７，３８０万余円である。一般正味財産の期末

残高は４，４４９万余円であり、期首残高（４，５７６万余円）と比較して、１２７万余円

（２．８％）減少している。 

 主な経常収益は、事業収益７，２２４万余円である。 

ウ 法人会計 

本会計は、事業団の管理運営を経理するものである。 

経常収益は９，５４７万余円、経常費用は９，５２５万余円である。一般正味財産の期末
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残高は４億６，０６９万余円であり、期首残高（４億６，０６８万余円）と比較して、同程

度となっている。 

主な経常収益は、事業収益９，０３９万余円である。 

 

（３）財政状態 

平成２４年度末における財政状態は、別表３比較貸借対照表のとおりである。 

平成２４年度末の資産の合計は３４億８６０万余円、負債の合計は２０億４，１１０万余円、

正味財産の合計は１３億６，７５０万余円である。 

平成２４年度末における資産の合計は、平成２３年度（３０億４，０２１万余円）と比較し

て、３億６，８３９万余円（１２．１％）増加している。これは主に、未収金が増加したこと

などにより流動資産が３億８，４２５万余円増加したことによるものである。 

負債の合計は、平成２３年度（１５億５，３５７万余円）と比較して、４億８，７５２万余

円（３１．４％）増加している。これは主に、未払金が増加したことなどにより流動負債が３

億８，６６６万余円増加したことによるものである。 

これらの結果、正味財産の合計は１３億６，７５０万余円となり、平成２３年度（１４

億８，６６３万余円）と比較して、１億１，９１３万余円（８．０％）減少している。 

平成２４年度における各会計の財政状態は、以下のとおりである。 

   ア 公益目的事業会計 

     資産の合計が２３億６，４７４万余円、負債の合計が２０億２４２万余円、正味財産の合

計が３億６，２３２万余円である。 

     主な資産は、現金預金及び未収金など流動資産（１６億５９３万余円）であり、主な負債

は、未払金などの流動負債（１３億６，０２１万余円）である。 

     正味財産は、指定正味財産及び一般正味財産である。 

   イ 収益事業等会計 

     資産の合計が１億７４３万余円、負債の合計が６，２９４万余円、正味財産の合計

が４，４４９万余円である。 

     主な資産は、現金預金及び未収金など流動資産（６，１２２万余円）であり、主な負債は、

仮受金など流動負債（６，２９４万余円）である。 

     正味財産は、全て一般正味財産である。 

   ウ 法人会計 

     資産の合計が９億７，２８３万余円、負債の合計が１，２１４万余円、正味財産の合計が９

億６，０６９万余円である。 

     主な資産は、基本財産及び特定資産など固定資産（６億１万余円）であり、負債は、未払

金及び預り金など流動負債（１，２１４万余円）である。 

     正味財産は、指定正味財産及び一般正味財産である。 
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（別表１）比較正味財産増減計算書

(単位：円、％）

金   　額 率

　 　 （Ａ） （Ｂ） (C=A-B) (C/B×100)

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１　経常増減の部

（１）経常収益

基本財産運用益 5,066,115 5,684,854  618,739△        10.9△         

特定資産運用益 3,151,253 5,345,599  2,194,346△      41.0△         

事業収益  4,050,284,667     3,757,494,799     292,789,868       7.8             

受取補助金等 213,396,553 210,687,561  2,708,992         1.3             

受取負担金 680,908,463 236,886,636  444,021,827       187.4           

受取寄付金 59,282 0  59,282           ―

雑収益  819,009           20,554,574        19,735,565△     96.0△         

経常収益計  4,953,685,342     4,236,654,023     717,031,319       16.9            

（２）経常費用

事業費  4,836,331,425     4,139,884,032     696,447,393       16.8            

管理費  95,253,451        106,515,218       11,261,767△     10.6△         

経常費用計  4,931,584,876     4,246,399,250     685,185,626       16.1            

当期経常増減額  22,100,466        9,745,227△      31,845,693        326.8△        

２　経常外増減の部

（１）経常外収益

経常外収益計  0                 0                 0                ―  

（２）経常外費用

固定資産寄贈額  364,822           0                 364,822          ―  

退職給付過去勤務費用 147,136,866  0                 147,136,866      ―  

経常外費用計  147,501,688       0                 147,501,688      ―  

当期経常外増減額  147,501,688△    0                 147,501,688△   ―  

税引前当期一般正味財産増減額  125,401,222△    9,745,227△      115,655,995△   ―  

法人税・住民税等 220,000 220,000  0                0  

当期一般正味財産増減額  125,621,222△    9,965,227△      115,655,995△   ―  

一般正味財産期首残高 986,635,008 996,600,235  9,965,227△      1.0△          

一般正味財産期末残高 861,013,786 986,635,008  125,621,222△    12.7△         

Ⅱ　指定正味財産増減の部

受取寄付金  6,549,000         0                 6,549,000        ―  

一般正味財産への振替額  △　　  　59,282  0                 △ 　 　　59,282 ―  

当期指定正味財産増減額  6,489,718         0                 6,489,718        ―  

指定正味財産期首残高  500,000,000       500,000,000       0                0  

指定正味財産期末残高  506,489,718       500,000,000       6,489,718         1.3             

Ⅲ　正味財産期末残高  1,367,503,504     1,486,635,008     119,131,504△    8.0△          

科　　　　　　目

増 （△） 減
平成２４年度 平成２３年度
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（別表２）平成２４年度正味財産増減計算書内訳表

(単位：円）

収益事業等会計

スポーツ事業会計 埋蔵文化財事業会計 小計 付帯事業会計

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１　経常増減の部

（１）経常収益

基本財産運用益 0 0 0 0 5,066,115 5,066,115

特定資産運用益 534,484 2,332,440 2,866,924 284,329 0 3,151,253

事業収益 2,004,898,833 1,882,746,500 3,887,645,333 72,240,334 90,399,000 4,050,284,667

受取補助金等 145,729,780 67,666,773 213,396,553 0 0 213,396,553

受取負担金 680,908,463 0 680,908,463 0 0 680,908,463

受取寄付金 59,282 0 59,282 0 0 59,282

雑収益  416,614         390,864        807,478  974             10,557         819,009

経常収益計  2,832,547,456   1,953,136,577   4,785,684,033   72,525,637      95,475,672      4,953,685,342  

（２）経常費用

事業費  2,809,367,519   1,953,159,810  4,762,527,329  73,804,096      0              4,836,331,425

管理費  0               0              0  0               95,253,451     95,253,451

経常費用計  2,809,367,519   1,953,159,810   4,762,527,329   73,804,096      95,253,451      4,931,584,876  

当期経常増減額  23,179,937      23,233△       23,156,704      1,278,459△    222,221         22,100,466     

２　経常外増減の部

（１）経常外収益

経常外収益計  0               0               0               0               0               0              

（２）経常外費用

固定資産寄贈額  0               364,822        364,822  0               0              364,822

退職給付過去勤務費用  0               147,136,866    147,136,866 147,136,866

経常外費用計  0               147,501,688     147,501,688     0               0              147,501,688

当期経常外増減額  0               147,501,688△  147,501,688△  0               0              △ 147,501,688

税引前当期一般正味財産増減額  23,179,937      147,524,921△  124,344,984△  1,278,459△    222,221        △ 125,401,222

法人税・住民税等  0               0               0               0               220,000        220,000

当期一般正味財産増減額  23,179,937      147,524,921△  124,344,984△  1,278,459△    2,221          △ 125,621,222

一般正味財産期首残高  224,831,809     255,345,631    480,177,440 45,769,242  460,688,326    986,635,008

一般正味財産期末残高  248,011,746     107,820,710    355,832,456 44,490,783  460,690,547    861,013,786

Ⅱ　指定正味財産増減の部

受取寄付金  6,549,000       0              6,549,000  0               0              6,549,000

一般正味財産への振替額  59,282△       0               △　　　59,282  0               0               △　　　59,282

当期指定正味財産増減額  6,489,718       0              6,489,718  0               0              6,489,718

指定正味財産期首残高  0               0              0  0               500,000,000    500,000,000

指定正味財産期末残高  6,489,718       0               6,489,718       0               500,000,000    506,489,718

Ⅲ　正味財産期末残高  254,501,464     107,820,710     362,322,174     44,490,783      960,690,547     1,367,503,504  

科　　　　　　目 合計法人会計
公益目的事業会計

- 174 -



（別表３）比較貸借対照表

(単位：円、％）

金   　額 率

　 　 （Ａ） （Ｂ） (C=A-B) (C/B×100)

Ⅰ　資産の部

１　流動資産

現金預金 1,053,726,757 895,797,517 157,929,240             17.6

未収金 937,206,340 710,080,837 227,125,503             32.0

前払金 12,639,248 12,485,703 153,545              1.2

預け金 0 952,000  952,000△          △　　　　100

流動資産合計 2,003,572,345 1,619,316,057 384,256,288             23.7

２　固定資産

(1) 基本財産

預金 52,453,919 2,453,919 50,000,000 ―

投資有価証券 447,546,081 497,546,081  50,000,000△       △         10.0

基本財産合計 500,000,000 500,000,000 0 0  

(2) 特定資産

退職給付引当資産 642,205,020 541,343,424 100,861,596             18.6

新規事業準備等引当資産 122,090,000 122,090,000 0 0  

特定資産購入引当資産 0 18,000,000  18,000,000△       △　　　　100

財政調整引当資産 100,000,000 200,000,000  100,000,000△      △         50.0

スポーツ普及振興積立基金 6,489,718 0 6,489,718 ―

特定資産合計  870,784,738         881,433,424         10,648,686△       △          1.2

(3) その他固定資産

建物 4,704,867 5,187,636  482,769△          △          9.3

構築物 24,017,578 25,865,598  1,848,020△        △          7.1

什器備品 4,704,377 7,385,067  2,680,690△        △         36.3

ソフトウェア 66,500 266,000  199,500△          △         75.0

電話加入権 758,400 758,400 0 0  

その他固定資産合計  34,251,722          39,462,701          5,210,979△        △         13.2

固定資産合計  1,405,036,460       1,420,896,125       15,859,665△       △          1.1

資産合計  3,408,608,805       3,040,212,182      368,396,623             12.1

Ⅱ　負債の部

１　流動負債

未払金 1,101,377,859 786,648,622 314,729,237             40.0

未払消費税等 13,621,200 9,549,300 4,071,900             42.6

未払法人税等 220,000 220,000 0 0  

前受金 152,942,379 92,144,458 60,797,921             66.0

預り金 12,080,979 10,116,884 1,964,095             19.4

仮受金 61,635,534 59,454,486 2,181,048              3.7

賞与引当金 57,022,330 54,100,000 2,922,330              5.4

流動負債合計  1,398,900,281       1,012,233,750      386,666,531             38.2

２　固定負債

退職給付引当金 642,205,020 541,343,424 100,861,596             18.6

固定負債合計  642,205,020         541,343,424        100,861,596             18.6

負債合計  2,041,105,301       1,553,577,174      487,528,127             31.4

Ⅲ　正味財産の部

１　指定正味財産

寄付金 6,489,718 0 6,489,718 ―

出捐金 500,000,000 500,000,000 0 0  

506,489,718 500,000,000 6,489,718              1.3

500,000,000 500,000,000 0 0  

6,489,718 0 6,489,718 ―

２　一般正味財産 861,013,786 986,635,008  125,621,222△      △         12.7

0 0 0 ―

222,090,000 340,090,000  118,000,000△      △         34.7

正味財産合計  1,367,503,504       1,486,635,008       119,131,504△      △          8.0

負債及び正味財産合計  3,408,608,805       3,040,212,182      368,396,623             12.1

　(うち特定財産への充当額)

　　指定正味財産合計

　(うち基本財産への充当額)

　(うち特定財産への充当額)

　(うち基本財産への充当額)

増 （△） 減

科　　　　　　目
平成２４年度 平成２３年度
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（別表４）平成２４年度貸借対照表内訳表

(単位：円）

収益事業等会計

付帯事業会計

Ⅰ　資産の部

１　流動資産

現金預金 666,867,467 57,539,282 329,320,008 1,053,726,757

未収金 926,739,284 3,686,913 6,780,143 937,206,340

前払金 12,327,299 0 311,949 12,639,248

内部会計貸付金 0 0 36,407,456 △ 36,407,456 0

流動資産合計  1,605,934,050   61,226,195      372,819,556     36,407,456△ 2,003,572,345

２　固定資産

(1) 基本財産

預金 0 0 52,453,919 52,453,919

投資有価証券 0 0 447,546,081 447,546,081

基本財産合計  0               0               500,000,000     500,000,000     

(2) 特定資産

退職給付引当資産 642,205,020 0 0 642,205,020

新規事業準備等引当資産 82,218,658 39,871,342 0 122,090,000

財政調整引当資産 0 0 100,000,000 100,000,000

スポーツ普及振興積立資産 6,489,718 0 0 6,489,718

特定資産合計  730,913,396     39,871,342      100,000,000     870,784,738     

(3) その他固定資産

建物 2,425,194 2,279,673 0 4,704,867

構築物 24,017,578 0 0 24,017,578

什器備品 630,394 4,056,482 17,501 4,704,377

ソフトウェア 66,500 0 0 66,500

電話加入権 758,400 0 0 758,400

その他固定資産合計  27,898,066      6,336,155       17,501          34,251,722      

固定資産合計  758,811,462     46,207,497      600,017,501     0              1,405,036,460   

資産合計  2,364,745,512   107,433,692     972,837,057     36,407,456△  3,408,608,805   

Ⅱ　負債の部

１　流動負債

未払金 1,094,265,852 1,494,850 5,617,157 1,101,377,859

未払消費税等 13,621,200 0 0 13,621,200

未払法人税等 0 0 220,000 220,000

前受金 136,312,209 16,630,170 0 152,942,379

預り金 7,055,084 773,107 4,252,788 12,080,979

仮受金 18,235,131 43,400,403 0 61,635,534

内部会計借入金 36,407,456 0 0 △ 36,407,456 0

賞与引当金 54,321,386 644,379 2,056,565 57,022,330

流動負債合計  1,360,218,318   62,942,909      12,146,510      36,407,456△  1,398,900,281   

２　固定負債

退職給付引当金 642,205,020 0 0 642,205,020

固定負債合計  642,205,020     0               0               642,205,020     

負債合計  2,002,423,338   62,942,909      12,146,510      36,407,456△  2,041,105,301   

Ⅲ　正味財産の部

１　指定正味財産

寄付金 6,489,718 0 0 6,489,718

出捐金 0 0 500,000,000 500,000,000

　　指定正味財産合計 6,489,718 0 500,000,000 506,489,718

　(うち基本財産への充当額) 0 0 500,000,000 500,000,000

　(うち特定財産への充当額) 6,489,718 0 0 6,489,718

２　一般正味財産 355,832,456 44,490,783 460,690,547 861,013,786

　(うち基本財産への充当額) 0 0 0 0

　(うち特定財産への充当額) 82,218,658 39,871,342 100,000,000 222,090,000

正味財産合計  362,322,174     44,490,783      960,690,547     0              1,367,503,504   

負債及び正味財産合計  2,364,745,512   107,433,692     972,837,057     36,407,456△  3,408,608,805   

合計科　　　　　　目 公益目的事業会計 法人会計 内部取引消去
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